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◆冬季大会直前ホスピタリティ研修会並びに感染症予防研修会
11月28日、国体の成功を目指し、地域全体のホスピタリティの向上を目
的とした研修会、安全・安心な観光地を確立するため、感染性胃腸炎の予
防対策研修会が、田沢湖畔の花心亭しらはまを会場に開催されました。
この研修会は、秋田わか杉国体冬季大会を約２か月後にひかえ、県仙北
地域振興局や観光協会、仙北市の共催で、市内のホテルや旅館、飲食施設
等の事業者や従業員を対象に行われたもので、約70人が参加しました。
当日は、（株）ＪＴＢ能力開発の土田孝子氏を講師に「あなたの接遇・接
客はどのように見えているでしょうか」のテーマで、接遇・接客向上セミ
ナーが行われました。参加者は、あいさつやお辞儀の動作をビデオで撮影
し、それを見て自己評価。お辞儀の角度や手の位置、目線、表情などについて反省し、土田氏からアドバイスをい
ただきました。また、「結論から細部へ」、「誰でもわかる言葉で」、「明るく、ゆっくり、はっきり」など、話すときの
ポイント、「メモを取る習慣をつける」、「わからないことは聞き返す」など、聞くときのポイントについてもアドバイ
スをいただいたほか、方言について「出迎えのときに初めから方言を使うと『わからないから』と、すべて聞き入れ
てもらえないこともある。途中の会話は方言で話しても、出迎えとお帰りのときは誰でもわかる共通語で話すと、

より秋田らしさを味わってもらえる」など、接客する人の立場での
研修会となりました。
引き続き、中通総合病院感染対策室長の菅原厚医師を講師に「施
設におけるノロウイルス予防対策について」をテーマにした研修会
が行われました。ノロウイルス感染性胃腸炎の集団発生の事例や
施設における感染予防対策のポイント、集団発生時の対応などに
ついて、中通総合病院の取り組みを交えたわかりやすい研修会と
なりました。また、最後には感染対策室専任看護師の岩田千鶴子
氏から、使い捨てエプロンの着方や脱ぎ方、手袋の外し方、マス
クの着用、手洗い方法など、感染防止の方法を学びました。

◆秋田わか杉国体総合成績表彰状用額縁が決定
国体では、優秀な総合成績を修めた都道府県へ表彰状が贈られます。その表彰状を納める額縁が、（株）八柳の

樺細工で製作した作品に決まりました。
額縁は、経済産業大臣が伝統的工芸品に指定する「樺細工」及び「川連漆器」いずれかの製造業者から、秋田ス

ギを薄く張り合わせて加工した表彰状とデザイン・色調等が調和することを条件に、秋田県総務企画部国体・障
害者スポーツ大会局が募集しました。
募集には、製造業者10者から13作品の応募があり、大会局の競技専門委員会による審査の結果、（株）八柳の作

品が採用作品に選ばれました。
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◆秋田わか杉国体出場を目指して
角館高校スキー部は、地元秋田わか杉国体出場・入賞を目指し、夏場の

基礎トレーニングをはじめ、8月29日から10月7日まで、チリで行われた県
強化合宿に監督ほか２名が参加したほか、11月19日から12月3日まで行わ
れた県高体連合宿にも部員全員が参加しました。
また、12月8～10日に行われた国際スキー連盟（FIS）公認第8回つべつカ

ップ回転競技大会や12月19～21日に行われた国際スキー連盟（FIS）公認
第19回ＪＡＬカップ阿寒スラローム大会に出場したほか、1月5日まで行わ
れる北海道合宿など、国体出場に向けて頑張っています。

角館高校スキー部キャプテン
金子未里さんから

現在、地元わか杉国体に向け
て行われている秋田県スキー連
盟主催の北海道津別合宿に参加
しています。
ここ津別スキー場は毎日晴天、

極寒なので、トレーニングバー
ンはとても固く良い練習ができ
ています。調整しながら徐々に
本番の２月にピークを合わせて
いきたいと思います。
応援よろしくお願いします。

フィニシュ付近に設置されたプレハブです。
この中には、競技本部などが設置されます。

フィニッシュエリアに設置された速報掲示板

たざわ湖スキー場国体コース

国体スタート

国体
フィニッシュ
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　平成１９年１月１日現在、仙北市に住所を有している方は、仙北市に前年（平成１８年１月１日から１２月３１日まで）の収
入の状況を申告しなければなりません。申告書用紙は１月２２日から税務課、各地域センター及び各出張所の窓口に
備えていますので、３月１５日（木）までに申告してください。なお、２月６日（火）から３月１５日（木）まで申告相談日を設け
ますので、ご利用ください。 

　給与や年金のほかに、農業や事業を行っている方や、家賃・地代・小作料・受取保険金・譲渡所得（土地、建物を売った方）

など、ほかに収入がある方は申告しなければなりません。 

　収入が全くない場合でも、１８歳以上の方は収入がない旨の申告が必要です。 

　申告がない場合は、所得等各種証明書が発行されなかったり、国民健康保険税の軽減制度が適用されなかったりする場

合もありますので、必ず期限内に申告を！！ 
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 １　６５歳以上で公的年金だけの収入で、その収入額が１２０万円以下の方 

 ２　収入は給与のみで、前年は通年して１ヵ所の事業所からの給与のみであり、しかも年末調整が済んでいる方 

 　※医療費控除など、年末調整で出来なかった控除を受けようとする方は申告してください。 

 ３　所得税の確定申告書を税務署に提出された方 

１　印鑑 
２　口座番号の控え（本人のもの） 
３　所得の証明となるもの(源泉徴収票など) 
４　控除の証明となる領収書や支払証明書 
 （健康保険や社会保険庁から送付される年金の支払証明書、
生命保険や損害保険などの支払証明書、医療費や介護料
の領収書など） 
※医療費の領収書は事前に合計を計算してください。 
５　障害者手帳（交付されている方のみ） 
６　福祉事務所で発行する認定証（寝たきり等による介護
　　を要する者） 

●所得税の還付を受けられる場合、源泉徴収票及び各種領

収書等の添付が義務付けられています。無い場合には還付

が受けられませんので、会社等から再発行してもらってください。 

◆申告書の送付について◆ 
　今年度も申告書用紙の事前送付はしませんので、日程を
確認の上申告してください。 

 問合わせ先　仙北市役所税務課　 ＴＥＬ４３－１１１７ 
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門脇喜六氏 戸嶋亭三氏 赤倉正男氏

千田ミワ氏 工藤恒子氏

菅原清紀氏 佐藤義直氏 門脇喜六氏

藤村宗治氏
仙北地域納税貯蓄組合
連合会副会長

内藤榮一氏
仙北地域納税貯蓄組合

連合会理事

中島清幸氏
上愛宕丁二納税組合

組合長

太田弘美氏 荒川倫子氏
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11月17日、茨城県常陸太田市役所で佐竹氏に縁のある常陸太田市・秋
田市・仙北市の間で連携交流合意書調印式が行われました。
調印式には石黒市長をはじめ大久保常陸太田市長、佐竹秋田市長が出

席し、合意書に署名、締結されました。
これまでは、合併前の角館町と金砂郷町（現常陸太田市）が平成10年

に佐竹北家による縁で有縁友好交流宣言を締結し、また常陸太田市と秋
田市は昭和52年に姉妹都市締結を結び、それぞれ交流を行ってきました。
この連携交流では平成の大合併で行政の枠組みが変化したのを受け、

これまでの関係をもとに３市が新たな枠組みで交流を続けていこうとす
るものです。
３市は、文化、観光・経済、災害時相互支援、青少年、スポーツ、行

政間といった分野において交流を進めることとしています。

常陸太田市・秋田市・仙北市　連携交流合意書締結

“市民として自分たちのできることは自分たちの手で”をスローガ
ンに地域に貢献しようと立ち上げた市民団体「ルネッサンス・角館」
が主催する地域づくり事業「歴史と文化フォーラム」が開催されました。
第１回目は10月27日、角館樺細工伝承館を会場に中田達男伝承館長

による「文教の地角館と伝承館」と題した基調講演と「伝建群の中の
公共施設としての役割」をテーマに稲葉通誠氏、嶋崎辰雄氏、八柳良
太郎氏によるフリートークが行われました。
第２回目は11月24日に平福記念美術館を会場に、県立近代美術館の

山本丈志学芸主事を講師に「秋田画人の系譜」、米澤鐵男美術館長による「平福記念美術館・現況と今後の課題」と
題した講演が行われました。
ルネッサンス・角館では、１月24日に総合情報センターを会場に第３回事業として秋田県立大学準教授の高橋秀

晴氏を講師に迎え、「仙北市の先人たち」と題した講演を予定。その後、田沢湖、西木地区でも順次開催していきた
いと話していました。

第1回地域づくり事業 歴史と文化フォーラム

第2回仙北市文化祭　角館・田沢湖・西木３地区で開催

小田野直武の「不忍池図」の解説をする山本氏

左から、大久保市長、佐竹市長、石黒市長

第２回仙北市文化祭・角館地区が10月21・22日、角館広域交流センターで、田沢湖地区が11月３・４日、生保内市民
体育館で、西木地区が12月３日、西木温泉クリオンと横の体育館で、それぞれ行われました。
各会場には、日頃の活動成果として、絵画や写真、書道、陶芸、パッチワーク、生け花、短歌、俳句、さつきな

ど、多数展示されたほか、茶道・ポーセラーツ・七宝焼・絵手紙などが体験できるコーナーが設けられ、来場者で
にぎわっていました。
また、角館地区と西木地区では、民謡や手踊りなどの芸能発表も行われ、会場からは盛んと拍手が送られました。

角館地区の文化祭 田沢湖地区の文化祭 西木地区の文化祭



田沢湖駅前広場が完成し、12月８日、神事と関係者によ
るテープカットが現地で、竣工記念式典が田沢湖総合開発
センターで行われました。
この駅前広場は、地方街路交付金事業駅前宮ノ前線関連

整備地方特定街路整備事業として平成12年度から県が進め
てきた事業で、総事業費は22億2，570万円、道路延長は
143．7ｍ、道路幅員は16～18ｍ、駅前広場の面積は7，468㎡
となっています。主要施設として、路線バス乗降場、タク
シー乗降場、観光バス待機場、マイクロバス待機場、一般
駐車場が整備されたほか、大きなスケールの水の動きとス
テージ性を創造する、みせる水の仕掛け『カスケード』や、
豊かな水の象徴として、ふれる水の仕掛け『造形噴水』が設置されています。
また関連整備として、地方街路交付金事業駅野中線が総事業費２億4，500万円で、地方特定道路整備事業として、

市道水尻線・市道田沢湖駅南線・市道駅野中水尻線が４億8，800万円で整備されています。
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11月24日の任期満了に伴い、退任された黒坂源悦前教育委員の後任として安藤満里さんの選任案が、12月５日、
議会定例会本会議において、採決が行われ同意されました。
これを受けて、12月７日教育委員会が招集され、委員構成が次のとおり決まりました。（敬称略）
●委　　員　　長 武　藤　幸　生　　　　　●委員長職務代理者 佐久間　健　一
●委　　　　　員 千　葉　　　勇　　　　　●委　　　　　　員 安　藤　満　里
●教　　育　　長 小　林　一　雄

仙北市教育委員の異動

田沢湖駅前広場竣工記念式典

ホスピタリティ向上セミナー

田沢湖駅を背に、テープカットをする関係者

参加者を前に講演する吉田氏

秋田わか杉国体冬季大会やＪＲの大型観光キャンペーン
を控え、訪れるお客様の受け入れ態勢強化を目的に、12月
１日、田沢湖観光協会主催の「たざわこホスピタリティ向
上セミナー」が、田沢湖畔の花心亭しらはまを会場に開催
されました。
当日は、会津若松市観光課長の吉田秀一氏を講師に、

「『極上の会津』を目指した観光のまちづくり」と題した講演
が行われました。吉田氏は、観光“会津”の生い立ちやＪ
Ｒグループ６社と地元が協力した日本最大級の観光キャン
ペーン『あいづデスティネーションキャンペーン』で始まっ
た取り組み、これまで自身が経験した内容で講演。「お客
様が本当に望んでいることは訪れた土地の人と会話をする
ことで、お客様に対し感謝の気持ちをもつことが最高のお
もてなし。地域の本物の素材を生かし、将来に向かって地
域のみんなが本気になって汗をかき、一歩一歩進むことが
大切」と講演しました。



80歳で自分の歯を20本以
上保つ方を表彰する平成18
年度「8020いい歯のお年寄
り表彰事業」で、仙北市の
藤村宗治さん（西木町）が県
の最優秀賞に選ばれました。
藤村さんは、大正14年12

月15日生まれの81歳。31本
の歯が健全で、治療痕もな
いということです。ぜひ、見習いたいものです。

11月22・23日に、徳島市で開催された第35回全国老
人クラブ大会において、仙北市老人クラブ連合会角館
町地区老人クラブ連合会（藤
原剛会長）が、これまでの子
どもたちとの交流活動などの
優れた活動実績により、全国
老人クラブ連合会長表彰を受
賞されました。
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第10回東北六県北海道連合肉用牛枝肉共進会が11月25・26日の２日間、岩手県花巻
市で開催され、伊藤則夫さん（西木町上荒井字古堀田）がグランドチャンピオン
（BMS・No.12落札単価4，002円）に輝きました。過去にも県内の大会で数回チャンピオ
ンを受賞するなど、数多くの賞を受賞しています。
伊藤さんは平成７年に伊藤牧場を立ち上げ、仙北市内で生産された仔牛を家畜市場

で購買し和牛生産を行っており、地域の畜産業に大きく貢献しています。また、西木
学校給食センターへ食肉を提供するなど、地産地消にも取り組んでいます。

第10回東北六県北海道連合肉用牛枝肉共進会で
グランドチャンピオン受賞

11月20日、桜苑利用者の鈴木富子さ
ん、12月5日、田沢の郷利用者の伊藤
ヲミヨさんが99歳の白寿を迎えられ、
仙北市からそれぞれお祝いと花束が贈
呈されました。

おめでとうございます
白寿（99歳）のお祝い

8020いい歯のお年寄り
最優秀賞 藤村宗治さん

第23回股旅舞踏全国大会で２部門ダブル優勝

全国老人クラブ連合会長表彰

藤村宗治さん

藤原　剛さん

鈴木富子さん 伊藤ヲミヨさん

第23回股旅舞踏全国大会が、11月12日、岩手県遠野市の遠野市民センターで開
催され、近藤進さん（田沢湖）が出場しました。
遠野は股旅舞踏の発祥の地で、このジャンルでは誰もが目指す権威ある大会で

す。マドロス舞踏部門と股旅舞踏部門、一般部門の３部門のうち、近藤さんは股
旅舞踏部門と一般部門でダブル優勝を果たす大会初めてとなる快挙を成し遂げ、
７年ぶりに秋田県に優勝旗を持ち帰りました。23回の歴史の中で秋田県からの出
場者が優勝したのが、近藤さんで２人目です。また、一般舞踏部門での優勝は、
秋田県からの出場者で近藤さんが初めてとなります。



県の仙北・平鹿・雄勝地域振興局と秋田ふるさと村が主催する第７回ふるさ
と特産品コンクールが、11月４・５日、秋田ふるさと村で行われました。
このコンクールは、県南地域の特産品の振興を目的に行われているもので、
食品部門、アイディア・パッケージ部門、民工芸品部門の３部門に42点の応募
がありました。
秋田ふるさと村への来場者による投票とお土産売り場担当者、スーパーな

どの仕入れ担当者による審査の結果、さんさん企画（角館町）が出品した「さ
くら咲くストラップ」が、アイディア・パッケージ部門賞に選ばれました。さくら咲くストラップは、角館の桜をモ
チーフに、さくらをつまみ細工で表現したものです。ちりめんや古布を使った、ひとつひとつ手づくりの商品です。

12月10日、毎年恒例となっている田沢地区歳末助け合い演芸会が田沢交
流センターの体育館で開催されました。この演芸会は、地域住民が実行委
員会を組織して開催しているもので、今年からはＮＰＯたざわ村との共催
で「たざわ村民文化祭」も同時に行われ、体育館内に絵画や書、ちぎり絵、
パッチワーク、子どもたちの絵や習字などが展示されました。
演芸会では、田沢幼稚園の園児による遊戯や婦人会会員による踊りや歌、
おやじバンドの皆さんによるバンドショー、田沢湖吹奏楽団による演奏、
実行委員による演劇「だんまりくらべ」などが披露されました。
プログラムの合間には、企業からいただいた協賛品が当たる福引き抽選会が行われ、楽しい演芸会となりました。
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おやじバンドのみなさんによるバンドショー

部門賞に選ばれた「さくら咲くストラップ」

仙北市交通安全市民大会が12月６日、角館広域交流センターを会場に
開催され、仙北警察署をはじめ交通安全関係団体など約220人が参加し
ました。
秋田県警音楽隊による演奏に続き開会された大会では、長年交通安全

に貢献された個人、団体の表彰、角館保育園児による飲酒運転撲滅のメ
ッセージ、反射材を使用した服のファッションショーが行われ、最後に
大会宣言として「飲酒運転の徹底追放」「子どもや高齢者を交通事故から
守る」「シートベルトとチャイルドシートの完全着用」「無謀運転の防止」
「夜間の交通事故防止」を宣言し閉会しました。
表彰された個人、団体は次のとおりです。（敬称略）

《個人表彰》門脇彰一・千葉弘和・佐藤敬司《団体表彰》仙北市立西長野小学校PTA

仙北市交通安全市民大会 ～急がずに マナーとゆとりで 交通安全～

第7回ふるさと特産品コンクール

田沢地区歳末助け合い演芸会

仙北地区遊技業組合（金谷在坤組合長）から、たざわ湖防犯巡回
隊（坂本邦夫隊長）へ青色回転灯が寄贈され、その回転灯を装備し
た車両の出発式が、11月17日、市役所田沢湖庁舎前で行われ、関
係者など約50人が出席しました。
当日は、坂本隊長から「大仙市でも子どもが犠牲になる事件が起

きた。身を引き締めて、今後活動範囲を広げて、安全・安心なま
ちづくりに取り組んでいきたい」とあいさつがありました。
式典後には、青色回転灯を装備した隊員の車両３台が、パトカ

ーの先導で下校時の巡回へ出発していきました。

青色回転灯装備車両の出発式

飲酒運転をしないでくださいと訴える園児たち

巡回へ出発する青色回転灯装備車両



14 広報 

平成18年10月23日～27日の日程で、本校の２年生が広島、京都、奈良方面に修学旅行に行ってきました。
今回は行ってきた２年生の感想の中から４点をピックアップしてご紹介いたします。

修学旅行の１日目の朝、自分の家で目覚めたときは、全く
これから修学旅行で広島に行くという実感が湧きませんでし
た。実感が湧いたのは飛行機が飛び立つ瞬間でした。僕は初
めてだったので、緊張して、落ちないかなぁと、心配でした。
若干酔いながら広島に着いたときは、そんなに遠くへきたと
いう感覚はほとんどなく、そのまま原爆ドームへ行きました。
そして原爆ドームを見たとき、教科書でしか見たことのなか
ったものが今、目の前にあることに感動したとともにここが
広島なんだということを、あらためて実感しました。原爆ド
ームの辺りは緑が生い茂りとてもきれいでしたが、資料館に
入ると一気に原爆の悲惨さを目の当たりにしました。資料館
の中は爆破当時の遺品や、被爆の惨状を示す写真や資料が展
示されていて、核兵器のない平和な世界を実現しようとする
人々の願いがあるのだと思いました。（男子）

２日目は最初に厳島神社へ行きました。天気が良かったので、鳥居がとてもきれいに見えました。神社の廊下
の板は隙間があって潮が満ちてきても良いようにつくられていました。能が演じられるという舞台も、潮の満ち
引きで演奏の音に違いが出るということをバスガイドさんから聞いて、神社を建てるときに潮の満ち引きまで考
えていたのだなと思いました。貴重な世界遺産を見ることが出来て良かったです。（女子）

修学旅行３日目、自主研修。私たちの班は清水寺、地主神
社、平安神宮、そして祇園をめぐりました。私には最初に訪
れた清水寺で確かめたいことが１つありました。それは、「宇
治拾遺物語」に登場する検非違使忠明が蔀戸（しとみど）を小
脇にはさんだままいったいどのくらいの高さから飛び降りた
のかということです。その話の中で、彼は無事、谷底へ辿り
着いて逃げ延びることが出来たわけですが、私が実際にお堂
から谷を見下ろしたときはあまりの高さに驚き、忠明の勇気
に敬服してしまいました。この体験を通して、相当な覚悟が
ない限り、安易に「清水の舞台から飛び降りる」ということわ
ざを使ってはいけないんだと考えるようになりました。
また、有名な音羽の滝の三筋には、身体が健康になるとき、
性格が良くなるとか、頭が良くなるとか、縁結びの願いを叶えてくれるなど様々な説がありますが、実はこれら
は観光用に設けられたものだといわれています。効能が書かれた看板や札がないのはそのためです。私もこのこ
とを後になって知ったのですが、この滝が「仏・法・僧への帰依」や「行動・言葉・心の三業の清浄」をあらわす
といわれていて、滝自体が神聖な信仰の対象となっていたからこそ「音羽の滝の水を飲むと頭が良くなる」など
の説が生まれたのだと思います。（女子）

４日目は朝からバスに揺られて奈良公園へ。奈良公園で鹿
と楽しくたわむれてみんな楽しそうでした。次に南大門を通
り東大寺に向かいました。南大門には金剛力士像が２体あり、
１つは阿形（あぎょう）、もう一つは吽形（うんぎょう）、２つ
合わせて阿吽の呼吸です。この２体の像は69日間という短い期
間でできあがったそうです。この像を実際に目で見て、すご
く迫力がありました。もちろん大仏様の迫力も圧倒的でした。
大仏は14.98mあるそうです。今から千年以上も前なのにあん
なに大きなものを造れるなんて昔の人はすごいなぁと思いま
した。（女子）
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「青春と友情」と言われたらあなたは何を思い浮かべ
ますか。この二つへの思いは人それぞれ違うと思いま
す。今、私は果てしなく長い終わりのない旅路のよう
な日常生活にその二つへの思いを見つけようとしてい
ます。この本は私にその旅路への「地図」のような物、
つまりヒントを与えてくれました。
美凪と初音は小さい頃からずっと友達。幼い頃の美

凪はいつも年上の人達からいじめられ、泣いていまし
た。しかし、初音の方はたとえ女子だろうが、男子だ
ろうが、年上だとしても飛びかかって行きます。けれ
どもやはり、年上の子や男子にはかわされたり、逆に
やりかえされたりしてしまいます。初音はいじめられ
て泣いている美凪を見て「甘ったれ」「意気地なし」とい
うようないろいろな言葉で美凪を呼びます。一見、初
音は美凪の事をいじめているようにも見えてしまいま
すが、これは励ましている、つまり愛情なのです。
今まで私が生きてきた十四年間。たくさんの人と出

会いました。家族、先生、友達、地域の人…。数え切
れないくらいのたくさんの人達に支えられ、助けられ
てきました。支えられた事により私は、何百回、いや
何千回救われたでしょう。その救われた方法にもたく
さんありましたが、大きく分類すると、時には優しく、
時には厳しく。この二つでした。優しさにも厳しさに
もどちらにも愛情というものがあると思います。この
二つの愛情というのは成長していく過程で必ず必要な
もので大切なものなのです。私は厳しさの方の愛情に
ついて体験し、その必要性について考えさせられた事
がありました。
私は小学校二年生から水泳を習い始めました。最初

のうちは顔に水を付ける事がとても怖く、水泳という
スポーツが大嫌いでした。しかし学年が上がるにつれ、
進歩し、四年生になると四種目が泳げるようになり、
そして五年生になると一つ上のクラスに上がりました。
その時は本当に嬉しかったです。しかし、その練習は
凄く厳しいものでした。五百メートルを通して泳いだ
り、三人一組のリレー式で二十五メートルを二十五回
ずつ泳いだりと、自分の想像を遥かに超える厳しい練
習でした。練習があるたび「嫌だなぁ」「やりたくない

なぁ…。」と思っていました。私はその時は、厳しさの
方の愛情の意味は知りませんでした。だけど、その意
味を理解する日がやってきました。それは小学校最後
の水泳大会の時のことでした。
小学校最後の水泳大会とあって、私は多くの種目に

出場する事になっていました。雨が降っていて寒かっ
たので、自分でベストを尽くせるか心配していました。
私が心配していると先生が、「練習通りの泳ぎをすれば
大丈夫だ。頑張れ！」と言ってくれました。その言葉の
おかげで勇気を貰う事ができ、すべての競技において
自分の納得のいく泳ぎをすることができました。そし
て、すべての種目の結果をみてみると、今までには無
いようないいタイムがでていました。私は感動し、先
生達への感謝でいっぱいでした。
先生は厳しさの面での愛情を与えてくれたから私は

成長することが出来たんだなぁ…。と振り返り、過去
に「嫌だなぁ」と思った自分に罪の意識を感じました。
美凪と初音の場合も同じく厳しさの愛情だったので

しょう。初音が発したその言葉にはたくさんの意味が
あったのだと思います。慰め、励まし…。美凪はどの
ように受け取ったのでしょうか。でもその言葉により、
美凪が成長したことは間違いないでしょう。
そして美凪と初音が中学校三年生になると、美凪は

男の子のようにたくましくなり、初音は友達思いな優
しい子になりました。中学校三年生になってから二人
はまた出会い、美凪のグライダーに乗るという夢を叶
えるため、音楽の演奏で協力しながらお金を稼いでい
きます。そして集めたお金でグライダーに乗り、広く
無限に続く大空に向って飛んで行きました。二人の友
情はいつまでも変わらず、素晴らしいものだったので
す。広く青い大空のように…。
この本で青春と友情について「愛情というものが絡む、
かけがえのないもの」という一つのヒントを得ることが
できました。それに絡む「愛情」というのは人に成長を
助けてくれる最大の魔法なのだなぁと思いました。そ
して、今度は私もいろいろな人を支える役にもなり
「愛情」という魔法を使っていきたいです。

読書感想文コンクール審査結果（敬称略） 最優秀賞　　渡邊真祐香（角館中３年） 
　角館図書館後援会主催の平成１８年度読書感想文コンクールが行われ、小・中学校、親子の部合わせて７２点の応募がありま 
した。その中から渡邊真祐香さん（角館中３年）の「愛情」が最優秀賞に選ばれました。入賞者と最優秀賞の作品を紹介します。 

読書感想文読書感想文コンクール審査結果ル審査結果（敬称略） 最優秀賞最優秀賞　　渡邊真祐香　　渡邊真祐香（角館中（角館中３年）年） 

小学校下学年の部 
入選　佐藤ことみ（角館東小１年）・青山英恵（角館西小２年） 
佳作　古郡勇太（角館東小１年）・千葉和華（角館東小２年） 
　　　戸澤梨華（中川小１年）・木元聖（白岩小１年） 
　　　佐々木若葉（西長野小２年）・山崎涼子（角館西小３年） 

小学校上学年の部 
入選　館岡早貴（西長野小６年）・鈴木芽衣（角館西小６年） 
佳作　阿部海星（角館東小４年）・戸澤慶子（中川小５年） 
　　　青山響（中川小６年）・菅原瑞季（白岩小６年） 
　　　千葉桃香（西長野小６年） 

中学校の部 
入選　更科志保（角館中３年） 
佳作　長谷川朝美（角館中１年）・高橋悠理（角館中３年） 
　　　羽根川真（角館中３年） 

親子の部 
入選　永山拓矢（西長野小６年）永山久美子（母） 
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新潮社から学習資料館へ寄贈されました図書を紹介します

◆大奥の奥（鈴木由紀子）
◆環境問題の杞憂（藤倉良）
◆レディへの晩餐
◆オドオドの頃を過ぎても（阿川佐和子）
◆強奪　箱根駅伝（安東能明）
◆有元葉子のごはん上手（有元葉子）
◆東京夜話（いしいしんじ）
◆潤一（井上荒野）
◆狐笛のかなた（上橋菜穂子）
◆メリーゴーランド（萩原浩）
◆魂萌え！〈上・下〉（桐野夏生）
◆ぱいかじ南海作戦（椎名誠）
◆卒業（重松清）
◆オキーフの恋人　オズワルドの追憶〈上・下〉（辻仁成）
◆ねこのばば（畠中恵）
◆人間はどこまで動物か（日高敏隆）
◆瑤泉院（湯川裕光）
◆極東細菌テロを爆砕せよ〈上・下〉
（クライブ・カッスラー＆ダーク・カッスラー）

◆ダーク・タワーⅦ　暗黒の塔〈中〉（スティーヴン・キング）
◆火災調査官ナナセ　５巻（橋本以蔵）
◆ヴレイブ・ストーリー～新設～　14巻（宮部みゆき）
◆レストアガレージ251 21巻（次原隆二）

今月のおすすめ
「 」
54歳で大学院に入学した著者の奮戦記です。

久しぶりに勉強したいことに出会ったあなたに、
もう一度学生になることを提案しています。

（内館牧子著　　講談社）

「 」
女の子が友だちと大げんかをしてしまいま

した。でも、家に帰るとその子がおじいちゃ
んとやきいもを作っていたのです。友情をや
きいもが取り持つお話です。

(村上康成著 徳間書店)

●美丘（石田衣良）
●鯉浄土（村田喜代子）
●恋するレシピ（前川メグ）
●平和政策（大芝亮）
●月下の恋人（浅田次郎）
●真鶴（川上弘美）
●いのちの授業（日野原重明）
●ハチミツレシピ（渡辺ゆき）
●死体に聴け（上野正彦）
●いつも笑顔で（伊達公子）

学習資料館からお知らせ
仙北市総合情報センター・学習資料館は、西宮家（田町側）向かいにあります。
ビデオ・ＣＤも貸出しております。どうぞご利用下さい。

開館時間　火曜日～土曜日　午前９時から午後７時
日曜日　　　　　午前９時から午後５時（休館日は月曜日、祝日、月末）

◆腐蝕生保〈上・下〉（高杉良）
◆１冊で1000冊読めるスーパー・ブックガイド（宮崎哲弥）
◆ひらがな暦　三六六の絵ことば歳時記（おーなり由子）
◆僕僕先生（仁木英之）
◆闇鏡（堀川アサコ）
◆死顔（吉村昭）
◆木を植えよ！（宮脇昭）
◆家のロマンス（加藤幸子）
◆中庭の出来事（恩田陸）
◆終らない旅（小田実）
◆海に落とした名前（多和田葉子）
◆みぃつけた（畠中恵・柴田ゆう）
◆夢からの手紙（辻原登）
◆風は山河より　第一巻・第二巻（宮城谷昌光）
◆達人に訊け！（ビートたけし）
◆東京番外地（森達也）
◆ 25点満点評価つき　温泉旅館各付ガイド（松田忠徳）
◆検証　国家戦略なき日本（読売新聞政治部）
◆宇野千代　女の一生（宇野千代・小林康浩ほか）
◆直島　瀬戸内アートの楽園（秋元雄史・安藤忠雄）
◆失われゆく鮨をもとめて（一志治夫）
◆阿川弘之全集　第16巻（阿川弘之）
◆伊勢発見（立松和平）
◆会議で事件を起こせ（山田豊）

１日～４日（年始） ８日（成人の日）
９日（振替休館） 15日（月）
22日（月） 29日（月）
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角館公民館 

日 　 

9日 

10、24日 

17日 

18日 

19日 

22日 

時刻  

13：30 

13：30 

13：30 

13：30 

13：30 

13：30

会場 

角館公民館 

角館公民館 

角館公民館 

川崎文化 
振興会館 

下延コミュニティ 
センター 

下中川原会館 

　11月19日、田沢湖婦人連絡協議会主催による、第24回歳
末チャリティショーが仙北市民会館で開催され、婦人会の皆さ
んを中心に、老人クラブや子ども達などによる歌や踊りが披露
され、詰めかけた約800人の観衆からは盛んな拍手が送られ
ました。 
　チャリティショーの最初には、元ＡＫＴ少年の船で指導員と
して活躍していた高橋康信氏による講演「活力の源は心の
教育にあり」があり、楽しく生きる知恵や歌うことのよい効果を
語っていただきました。また実際にピアノやオカリナを伴奏に
使い、会場の皆さんと合唱し、楽しいひとときを過ごすことが
出来ました。 
　今回の収益金は、市の社
会福祉協議会や教育委員
会の奨学資金として寄付さ
れる予定となっております。 

　11月９日角館公民館主
催で「武家屋敷樹木講座」
を開催しました。佐々木佐
年先生より樹木の解説を
していただき、武家屋敷通
りを散策しながら学習しま
した。武家屋敷を彩り、風
格を漂わせている樹木の一端に触れ、秋の風情も満喫する
ことができました。 

　第２回仙北市新春囲碁・将棋大会を下記日程により開催
致しますので奮ってご参加ください。 
 
日　時　　１月２１日（日） 
　　　　　午前９時～ 
 　　　　　（囲碁・将棋同時開催となります） 
場　所　　西木温泉クリオン 
参加費　　一人１，０００円（昼食込み） 
締　切　　１月１７日（水）※厳守とします。 
◆棋力は自己申告とし、参加人数により２クラスに分けます。 
◆囲碁の参加者で碁石と盤のある人は持参してください。 
◆対局時計のある人は持参してください。 
申　込　　最寄りの公民館へ（電話申込可） 
 　　　　　　田沢湖公民館　TEL４３－１０６１ 
 　　　　　　角館公民館　　TEL５４－１１１０ 
 　　　　　　西木公民館　　TEL４７－３１００ 

日　時　　１月１６日（火）午前１０時～正午まで 
　　　　　１月１８日（木）午前１０時～正午まで 
対　象　　仙北市民　１０名 
場　所　　角館公民館 
講　師　　荒木和子さん 
締　切　　１月１１日（木） 
　直線編みの簡単にできる「ベスト」を制作し 
ます。どちらか一日の参加でもかまいません。編み棒等持参
するものについては、参加者へ直接連絡します。 
問合せ　　角館公民館　　TEL５４－１１１０ 

内　容 

公民大学 
郷土研究学科 

公民大学 
書道学科（専門） 

公民大学 
書道学科（研究） 

公民大学 
社会学科川崎校 

公民大学 
社会学科下延校 

公民大学 
社会学科広久内校 

　西木公民館では毎年地区
の保育園、小学校とタイアップ
して子育て講演会を開催して
おります。 
　保育園児と保護者を対象
に行った「くれよん広場」では、
親子でふれあい遊び・リズム
体操・子育て講演会、また小
学校就学時健診の待ち時間
を活用しての「子育て講座」
では雄物川クリニックの看護
師長さんや長年幼児教育に携
わっていらした先生からドキッ
としたり、ハッとしたりするお話
を聴き、子育てについて考える
ひとときとなりました。 

就学時健診での「子育て講座」

「くれよん広場」でリズム体操
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 　公職選挙法の一部を改正する法律が平成18年6月14日に公布され、「選挙人名簿抄本閲覧制度」の改正は、平成18年
11月1日より施行されました。また、在外選挙制度の改正について、「在外投票」については平成19年6月1日より、「在外選
挙人名簿への登録申請」については平成19年1月1日より施行されます。 
※在外選挙とは、海外にお住まいの有権者の皆さんが、国政選挙に投票できる制度です。 
  
　 
 　　　　　　　　　　　　①選挙人名簿の登録の有無を確認する場合に閲覧する場合  ②公職の候補者等、政党そ
　の他の政治団体が、政治活動（選挙運動を含む）を行う場合に閲覧する場合  ③統計調査、世論調査、学術研究その他
　調査研究で公益性が高いと認められるもののうち、政治・選挙に関するものを実施するために閲覧する場合 
※選挙人名簿抄本のコピーの根拠となっていた便宜供与規定が削除されました。 
 　　　　　　　　　　　　閲覧事項の利用目的、管理の方法等を明示・閲覧事項を取り扱える者の範囲の明確化・目的
　外利用、第３者提供の禁止・不正閲覧等に対する報告徴収、勧告、命令・閲覧申請者の氏名、利用目的の概要等の公
　表等 
　　　　　　　　　偽りその他不正手段による閲覧や目的外利用、第３者提供をした場合、30万円以下の過料が課される
　こととなります。市区町村選挙管理委員会の命令に違反した場合は、６か月以下の懲役または30万円以下の罰金が課さ
　れることになりました。 
  

　 
衆議院議員選挙及び参議院議員選挙（選挙区選挙も対象） 
これまでと同様に、在外公館投票と郵便等投票のいずれかを選択できますが、再選挙又は補欠選挙の場合

　には、当該選挙に係る在外選挙人が管轄区域内にいないと見込まれる在外公館においては、在外公館投票は行わない
　ことになりました。 

投票送致を考慮して、これまでの原則５日前までから原則６日前までに１日繰り上げられることになりました。 
  
　 
 　これまでは、３か月の住所要件を満たした後に在外選挙人名簿の登録申請をしなければなりませんでしたが、在留届の
提出時等に名簿登録申請をすることができるようになりました。 
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■募集期間：１月５日（金）～１月２２日（月） 
■募集住宅： 
 　◇さくらぎの里Ｄ－１－３（角館町雲然） 
 　　・３ＬＤＫ　２３，６００円より 
　　  月額駐車料２，０００円（１台分） 
 　◇松葉住宅東－２０１（西木町桧木内） 
 　　・２ＬＤＫ　３５，０００円 
　       月額駐車料１，０００円（２台目～） 
　※入居時に月額家賃の３ヶ月分の　
　　敷金を納付していただきます。 
■申込方法：申込書に必要事項を記入
　し必要書類を添えて、募集期間内に
　提出すること（当日必着）。 
■提出先及び申込書設置場所 
　西木庁舎都市整備課、田沢湖地域
　センター地域振興課、角館地域セン
　ター地域振興課 
　※入居資格、申請時の添付書類等
　　詳しくは都市整備課へお問い合
　　わせください。 
■選考方法：応募者多数の場合、書類
　審査のうえ公開抽選を行う。 
  ・抽選日時：１月３１日（水）１０：００ 
  ・抽選場所：西木総合開発センター２階 
 　　　　　　　　　　   農林研修室 
■入居時期：２月９日（金）から入居可能 
■問合せ：仙北市都市整備課 住宅公園係 
　　　　　　　　　TEL（４３）２２９５ 

角館地区（社会福祉協議会角館支所） 

中川地区（中川集落センター） 

生保内地区（総合開発センター） 

神代地区（神代出張所） 
田沢地区（田沢交流センター） 
西木地区（社会福祉協議会西木支所） 

社会福祉協議会による心配ごと相談日の日程です。 

　農業用機械に軽油を使用する場合には、免税証と引換えに軽油を引取ること
により、１リットル当たり３２円１０銭の軽油引取税が免除となります。 
　平成１９年分の農業用免税軽油の交付申請受付を次のとおり行います。 
■申 請 受 付：平成１９年１月１６日（火）　１０：３０～１５：００ 
 　　　　　　　　　　　　　　　西木総合開発センター２階　集会室 
　　　　　 　平成１９年１月１７日（水）　１０：３０～１５：００ 
 　　　　　　　　　　　　　　　田沢湖総合開発センター　大集会室 
　　　　　 　平成１９年１月３１日（水）　１０：００～１５：００ 
 　　　　　　　　　　　　　　　角館広域交流センター　多目的ホール 
■免税証交付：平成１９年３月 ８日（木）　１０：００～１２：００ 
 　　　　　　　　　　　　　　　角館広域交流センター　第１研修室 
　　　　　　 平成１９年３月 ９日（金）　１４：００～１６：００ 
 　　　　　　　　　　　　　　　田沢湖総合開発センター　談話室 
　　　　　　 平成１９年３月１２日（月）　１０：００～１２：００ 
 　　　　　　　　　　　　　　　西木総合開発センター２階　農林研修室 
■準備するもの（個人申請の場合） 

■その他 
　①上記のどの会場でも申請受付いたしますので都合の良い会場で申請してく
　　ださい。 
　②１月１７日に田沢湖総合開発センターで申請する場合は、耕作証明書の事
　　前準備は不用です。その場で耕作証明書願いを記入いただき、農業委員
　　会にまとめて提出し処理します。 
　③上記の会場で申請できなかった方は、県税課の窓口で申請することとなります。 
　④ＪＡ秋田おばこ各営農指導センターにも申請用紙を備え付けております。 
■問合せ：秋田県仙北地域振興局 総務企画部 県税課 
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課税班　TEL０１８７（６３）５２２２ 

■問合せ：仙北市社会福祉協議会　TEL（５２）１６２４／FAX（５５）１８１５ 

１月  ４日（木）　１３：００～１６：００ 
１月１１日（木）　１３：００～１６：００ 
１月１８日（木）　１３：００～１６：００ 
１月２５日（木）　１３：００～１６：００ 
１月  ４日（木）　１３：００～１６：００ 
１月１７日（水）　１３：００～１６：００ 
１月１０日（水）　１３：００～１６：００ 
１月２４日（水）　１３：００～１６：００ 
１月１５日（月）　１０：００～１２：００ 

※共同申請の場合は、申請者全員の印鑑と耕作証明書が必要です。 

＊機械に変更、追加がある場合 
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氏名 保護者 住所 

氏名 年齢 住所 

大曲家畜市場（仙北市分） 
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し　ゅ　う 

けいたろう 

　　　　しん 

あ　　　み 

はる　　き 
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　　　　れい 
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み　ゆ　な 
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水 

木 

金 

土 

日 
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火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

【実施場所】 （田）…仙北市田沢湖健康増進センター　（角）…仙北市健康管理センター 
（西）…西木保健センター　（神）…仙北市就業改善センター 
（桧）…桧木内地区公民館　（紙）…紙風船館　（西地）…西木地域センター 

◎仙北市消防出初式（市民会館）◎健康教室（3B）（角） 
◎仙北市新春書初大会（角館広域交流センター） 

◎市立角館総合病院小児科外来診療（受付11：00まで） 

◎母子手帳交付（角）　◎乳児相談（対象：H18.1月／5月生） 

◎子ども開放日（角）　◎健康教室（気功体操）（角） 

◎母子手帳交付（角） 

◎予防接種（三種混合・ポリオ生ワクチン・BCG）（神） 

◎健康教室（気功体操）（角） 
◎予防接種（三種混合・BCG）（角） 
 

◎乳児健診（対象：H18．4月生／9月生）（角） 

◎なかよし教室（角） 
◎ピッカブー赤ちゃん会（角館広域交流センター） 

◎1歳6ヶ月児健診（H17.5～6月生）（角） 

◎1歳6ヶ月児・3歳児健診（H17.5～6月生／H15.5～6月生）（西） 
◎献血（谷口石油・田口木材・北光金属工業田沢湖工場前） 

◎乳児健診（対象：H18．3～4月生／8～9月生）（神） 
◎健康教室（気功体操）（角） 

◎献血（ワンダーモール） 

◎母子手帳交付（西） 
◎子ども開放日（角） 

◎母子手帳交付（角） 
◎予防接種（三種混合・ポリオ生ワクチン・BCG）（西） 

◎予防接種（三種混合・ポリオ生ワクチン・BCG）（田） 

◎健康教室「メタボリックシンドロームについて」 
　　　　　　　　　　　　　　　　講師・大澤佳之医師（角） 

◎2歳6ヶ月児歯科健診（H16.5～6月生）（角） 

 インフルエンザは初冬から春先にかけて毎年流行し
ます。インフルエンザは伝染力が非常に強く、症状の
重い悪性の感染症です。合併症には肺炎や気管支炎、
脳症などによる大きな障害や生命の危険があります。 
 しかし、予防接種をすることによって、予防できたり、
たとえかかってしまっても重症化を防ぐことが出来ます！！ 
 仙北市では、６５歳以上の方に接種料金を１，０００円
補助していますので（平成１９年１月３１日まで）、ぜひ
早目に予防接種を受けてくださいね！！ 

問合せ：保健課TEL（55）1112

〔　　　　　　　　　〕 

　平成１８年４月から、麻しんと風しんのワクチンが混
合ワクチンになりました。 
　この予防接種は、小学校入学までに２回接種します。 
　・生後１歳になってから２歳の誕生日の２日前までに１回 
　・小学校に入る前の１年間に１回 
　※この対象は、平成１２年４月１日生まれからです。 
 　それ以前に生まれたお子さんは対象ではありません。 
  
　麻しんは、かかると高熱と発疹が見られ、時に肺炎・
中耳炎・気管支炎・脳炎などの重い合併症になること
もある怖い病気です。 
　風しんは、発疹、発熱、首のリンパ節が腫れるなど
の症状です。また、妊婦さんが風しんにかかると、白
内障や・心疾患・難聴などの先天性風しん症候群の
赤ちゃんが産まれてくる事が知られています。 
　よりしっかりと免疫を付けてもらうための予防接種
ですので、対象のお子さんはできるだけ受けて下さい。 
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